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臨
床
宗
教
師
と
は

　
被
災
地
や
医
療
機
関
、福
祉
施
設
な

ど
の
公
共
空
間
で
心
の
ケ
ア
を
提
供

す
る
宗
教
者
で
す
。「
臨
床
宗
教
師
」

と
い
う
言
葉
は
、欧
米
の
聖
職
者
チ
ャ

プ
レ
ン
に
対
応
す
る
日
本
語
と
し
て
、

岡
部
健
医
師
が
二
〇
一
二
年
に
提
唱

し
ま
し
た
。「
臨
床
宗
教
師
」
は
、
布

教・伝
道
を
目
的
と
せ
ず
に
、
相
手
の

価
値
観
、人
生
観
、信
仰
を
尊
重
し
な

が
ら
、宗
教
者
と
し
て
の
経
験
を
活
か

し
て
、苦
悩
や
悲
嘆
を
抱
え
る
人
々
に

寄
り
添
い
ま
す
。「
臨
床
宗
教
師
」
の

呼
称
は
、
チ
ャ
プ
レ
ン
、
ビ
ハ
ー
ラ

僧
、パ
ス
ト
ラ
ル
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
等
を

包
み
込
み
、宗
教
宗
派
を
超
え
て
宗
教

者
が
協
力
す
る
願
い
が
そ
こ
に
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
仏
教
、
キ
リ
ス
ト

教
、神
道
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
信
仰
を

持
つ
宗
教
者
が
協
力
し
て
い
ま
す
。

（
日
本
臨
床
宗
教
師
会　
設
立
趣
意
書

よ
り
、
一
部
抜
粋
）

日
本
臨
床
宗
教
師
会
と
は

　
平
成
二
十
八
年
に
設
立
さ
れ
、
現
在

の
会
員
は
約
一
六
〇
名
。
臨
床
宗
教
師

研
修
修
了
者
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い

る
。
活
動
は
臨
床
現
場
で
の
支
援
を
主

と
し
て
、
資
格
制
度
、
倫
理
委
員
会
、

継
続
教
育
（
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
）

の
開
催
。

資
格
制
度
の
重
要
性

　
多
く
の
大
学
等
で
臨
床
宗
教
師
の
養

成
が
進
め
ら
れ
、
共
通
の
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
が
必
要
に
な
る
。
ま
た
、
医
療

福
祉
な
ど
の
国
家
資
格
が
必
須
と
さ
れ

る
現
場
で
は
、
資
格
の
保
持
が
求
め
ら

れ
や
す
く
、
資
格
取
得
に
よ
り
臨
床
宗

教
師
が
活
躍
す
る
現
場
を
広
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。

正
規
雇
用
で
の
活
動

　
臨
床
宗
教
師
が
社
会
に
認
知
さ
れ
て

き
た
こ
と
に
よ
り
、
医
療
施
設
等
で
有

給
者
と
し
て
、
勤
務
す
る
事
が
増
え
て

い
る
。
現
在
、
東
北
大
学
、
龍
谷
大
学

を
修
了
し
た
二
〇
数
名
が
、
有
給
者
と

し
て
輩
出
さ
れ
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
が

非
常
勤
で
あ
る
が
、
平
成
二
十
九
年
六

月
に
開
設
さ
れ
る
福
岡
聖
恵
病
院
ビ
ハ

ー
ラ
病
棟
で
は
、
二
名
が
常
勤
と
し
て

配
属
さ
れ
る
。

　
昨
今
、
臨
床
宗
教
師
と
い
う
ワ
ー
ド
が
新
聞
や
メ
デ
ィ
ア
で
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
日
本

大
震
災
を
き
っ
か
け
に
活
動
し
、
臨
床
宗
教
師
と
し
て
認
定
さ
れ
た
方
は
宗
教
施
設
、
医
療
施

設
で
の
心
の
ケ
ア
、
ま
た
は
被
災
地
で
の
傾
聴
活
動
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

　
徐
々
に
活
動
の
認
知
が
広
が
る
中
、
日
本
臨
床
宗
教
師
会
で
は
今
後
、
資
格
制
度
の
設
立
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
本
号
で
は
「
臨
床
宗
教
師
」
の
展
望
に
つ
い
て
、
日
本
臨
床

宗
教
師
会
事
務
局
長
で
あ
る
谷
山
洋
三
氏
に
取
材
の
も
と
、
紹
介
を
し
て
い
き
ま
す
。

臨
床
宗
教
師
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養成を実施または応募している機関� （平成29年4月現在）

東北大学大学院文学研究科実践宗教学寄附講座
龍谷大学大学院実践真宗学研究科
上智大学大学院実践宗教学研究科
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武蔵野大学仏教文化研究所
愛知学院大学大学院文学研究科
大正大学大学院仏教学研究科
日本スピリチュアルケアワーカー協会
高野山大学大学院※1

鶴見大学先制医療選球センター※2

※1　2015〜16年度に東京で1期だけ実施。現在は関西での開催を準備中。
※2　‌�2014年度から総持寺の修行僧を対照にした臨床宗教師養成のための準備的な‌

講座を実施。現在は本格的な研修を準備中。



　
二
〇
一
二
年
に
臨
床
宗
教
師
の
養
成

が
始
ま
り
、
こ
れ
ま
で
に
東
北
大
で
一

五
二
名
、
諸
大
学
を
合
わ
せ
て
二
二
〇

名
を
超
え
る
修
了
者
が
輩
出
さ
れ
て
い

る
。
東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
始

ま
っ
た
、「
東
北
発
」の
一
種
の
社
会
運

動
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
元
々
緩
和
ケ

ア
領
域
に
お
い
て
宗
教
者
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
て
い
た
た
め
、
死
に
関
わ
る
分

野
で
活
動
す
る
者
が
比
較
的
多
い
。

　
一
つ
目
は
、
カ
フ
ェ
・
デ
・
モ
ン
ク

（
以
下
、
カ
フ
ェ
モ
ン
と
略
）と
い
う
傾

聴
移
動
喫
茶
で
あ
る
。
熊
本
地
震
で
も

活
躍
し
て
い
る
。
熊
本
で
は
カ
フ
ェ
モ

ン
は
地
震
の
一
年
以
上
前
か
ら
市
内
の

ル
ー
テ
ル
教
会
で
定
期
開
催
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
基
礎
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

い
ち
早
く
避
難
所
等
で
活
動
で
き
た
の

で
あ
ろ
う
。
受
講
希
望
者
の
中
に
も
、

将
来
の
災
害
を
見
据
え
て
カ
フ
ェ
モ
ン

を
実
地
で
学
び
た
い
と
い
う
者
が
い
る
。

平
時
の
活
動
が
基
礎
に
な
る
が
、
す
で

に
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
一
〇
カ
所
以

上
で
定
期
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も

各
地
で
広
が
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

　
二
つ
目
は
緩
和
ケ
ア
に
つ
い
て
。
病

院
の
中
の
病
棟
（
緩
和
ケ
ア
病
棟
）
だ

け
で
な
く
、
在
宅
ホ
ス
ピ
ス
で
の
活
動

も
あ
る
。
有
給
者
よ
り
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
多
い
が
、
こ
れ
ま
で
「
宗
教
者
」

が
入
り
に
く
か
っ
た
場
に
、「
臨
床
宗
教

師
」
と
い
う
肩
書
き
が
つ
く
こ
と
に
よ

っ
て
入
り
易
く
な
っ
た
と
言
え
る
。
そ

れ
は
、
単
に
多
く
の
研
修
修
了
者
を
輩

出
し
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
一
部
の

理
解
あ
る
医
療
関
係
者
に
よ
る
期
待
感

の
高
ま
り
と
、
そ
の
期
待
（
と
不
安
）

の
内
容
を
深
く
理
解
し
て
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
策
定
し
た
こ
と
、
そ
し
て
メ
デ

ィ
ア
に
よ
る
好
意
的
な
報
道
等
に
よ
る

合
わ
せ
技
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
二
つ
の
領
域
で
の
活
動
が
目
立

つ
も
の
の
、
他
に
も
高
齢
者
福
祉
、
児

童
福
祉
、
障
害
者
福
祉
、
よ
ろ
ず
相
談

な
ど
も
見
ら
れ
る
。
本
来
、
宗
教
者
の

活
動
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
臨
床
宗

教
師
の
対
象
も
限
定
す
る
べ
き
で
は
な

く
、
今
後
の
領
域
拡
大
に
期
待
し
た
い
。

　
臨
床
宗
教
師
研
修
を
始
め
る
に
あ
た

り
、「
倫
理
綱
領
」
を
準
備
し
た
こ
と
、

病
院
等
の
公
共
空
間
で
の
実
習
と
実
習

指
導
、「
ホ
ー
ム
＆
ア
ウ
ェ
イ
」
や
「
公

共
性
」
の
意
識
付
け
が
重
要
だ
っ
た
。

ま
た
、
同
時
期
に
伝
統
仏
教
の
み
を
対

象
と
す
る
臨
床
仏
教
師
の
養
成
も
始
ま

っ
て
い
る
が
、
臨
床
宗
教
師
は
キ
リ
ス

ト
教
や
神
道
な
ど
超
宗
派
超
宗
教
を
旨

と
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
で
「
布
教
伝

道
を
目
的
と
し
な
い
」
こ
と
を
分
か
り

や
す
く
体
現
で
き
た
と
言
え
る
。
た
だ

し
、
両
者
は
現
場
レ
ベ
ル
で
は
必
要
に

応
じ
て
協
力
す
べ
き
で
あ
り
、
共
存
共

栄
す
る
こ
と
で
（
無
宗
教
者
や
無
神
論

者
も
含
む
）
一
般
市
民
の
福
祉
増
進
に

資
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
ホ
ー
ム
＆
ア
ウ
ェ
イ
」
と
は
、
ス
ポ

ー
ツ
の
世
界
で
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
を

ヒ
ン
ト
に
し
て
い
る
が
、
寺
社
教
会
を

宗
教
者
の
ホ
ー
ム
、
公
共
空
間
を
ア
ウ

ェ
イ
と
し
て
考
え
て
み
よ
う
と
い
う
こ

と
だ
。
ホ
ー
ム
で
は
宗
教
者
が
責
任
を

負
う
場
所
で
あ
り
、
信
者
は
宗
教
的
関

与
を
求
め
て
そ
の
場
に
現
れ
る
の
で
、

宗
教
者
が
積
極
的
な
関
与
を
す
る
こ
と

が
当
然
と
さ
れ
る
。
他
方
ア
ウ
ェ
イ
は

施
設
管
理
者
が
責
任
を
負
う
場
所
で
あ

り
、
必
ず
し
も
宗
教
的
関
与
が
求
め
ら

れ
る
訳
で
は
な
く
、
む
し
ろ
忌
避
さ
れ

る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
宗
教
者
に
よ
る

積
極
的
な
関
与
は
難
し
い
。
こ
の
よ
う

な
現
実
を
踏
ま
え
る
こ
と
で
、
研
修
受

講
者
は
ア
ウ
ェ
イ
で
の
慎
重
な
対
応
を

身
に
つ
け
て
い
く
。
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臨
床
宗
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と
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た
だ
し
、
研
修
を
修
了
す
れ
ば
そ
れ

で
い
い
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
諸

宗
門
で
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
継
続

教
育
が
不
可
欠
で
あ
る
。
す
で
に
北
海

道
東
北
、
関
東
（
信
越
含
む
）、
中
部
、

関
西
、
中
国
地
方
、
九
州
で
臨
床
宗
教

師
会
が
発
足
し
、
四
国
で
も
準
備
中
、

そ
し
て
昨
年
二
月
に
は
日
本
臨
床
宗
教

師
会
が
発
足
し
、
各
地
の
活
動
を
下
支

え
す
る
体
勢
を
整
え
つ
つ
あ
る
。
継
続

教
育
は
、
こ
れ
ら
の
臨
床
宗
教
師
会
が

主
催
し
て
、
倫
理
講
習
や
会
話
記
録
検

討
な
ど
、
各
会
員
の
活
動
内
容
の
振
り

返
り
の
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

　
日
本
臨
床
宗
教
師
会
に
よ
る
資
格
制

度
が
成
立
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
同
様
の

活
動
を
し
て
き
た
諸
先
達
も
資
格
取
得

が
可
能
に
な
り
、
協
働
し
や
す
く
な
る
。

そ
の
一
方
で
、
こ
こ
で
述
べ
た
よ
う
な

特
徴
を
容
易
に
共
有
で
き
る
よ
う
な
仕

組
み
作
り
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
今

後
の
展
開
を
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

◆
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

谷
山 
洋
三
（
た
に
や
ま  

よ
う
ぞ
う
）　

一
九
七
二
年
生
ま
れ
（
石
川
県
金
沢

市
）。
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

博
士
課
程
修
了
。
博
士
（
文
学
）。
長

岡
西
病
院
ビ
ハ
ー
ラ
僧
、
四
天
王
寺

大
学
准
教
授
、
上
智
大
学
グ
リ
ー
フ

ケ
ア
研
究
所
主
任
研
究
員
な
ど
を
経

て
、
二
〇
一
二
年
よ
り
東
北
大
学
大

学
院
文
学
研
究
科
准
教
授
。
専
門
は

臨
床
死
生
学
。
仏
教
看
護
・
ビ
ハ
ー

ラ
学
会
理
事
、
日
本
死
の
臨
床
研
究

会
常
任
世
話
人
、
日
本
臨
床
宗
教
師

会
事
務
局
長
。
著
書
は
『
医
療
者
と

宗
教
者
の
た
め
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル

ケ
ア
』（
中
外
医
学
社
）
ほ
か
。
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現
在
の
業
務
内
容
は
実
働
の
中
で

調
整
を
行
い
、
医
師
、
看
護
師
な
ど
か

ら
教
わ
り
な
が
ら
学
ん
で
い
ま
す
。

　
臨
床
宗
教
師
と
し
て
、
常
に
自
分
自

身
が
そ
の
場
に
い
る
姿
勢
や
立
ち
位

置
を
ふ
り
返
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
場
に
い
る
全
て

の
人
と
の
関
わ
り
が
、
か
け
が
え
の
な

い
も
の
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

あ
る
患
者
さ
ん
は
体
力
が
衰
え
て

い
く
中
で
、
自
分
の
命
を
削
る
よ
う
に

し
て
思
い
や
気
づ
き
を
お
話
し
さ
れ

ま
し
た
。
医
師
、
看
護
師
、
そ
の
場
に

い
る
ス
タ
ッ
フ
方
が
そ
の
人
に
向
き

合
い
、
本
当
に
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
を

思
い
、
悩
み
、
苦
し
み
な
が
ら
も
、
そ

れ
ぞ
れ
に
使
命
感
を
も
っ
て
向
き
合

う
日
々
で
す
。

　
今
後
も
医
療
現
場
で
チ
ー
ム
の一員

と
し
て
、
多
く
の
事
を
教
え
て
く
れ
る

患
者
さ
ん
へ
感
謝
の
想
い
を
大
切
に

し
、
ま
た
、
自
身
が
学
ん
だ
こ
と
、
託

さ
れ
た
言
葉
、
思
い
を
僧
侶
と
し
て
生

き
て
い
く
中
で
伝
え
、
繋
げ
て
い
く
こ

と
が
役
割
だ
と
感
じ
ま
す
。

曹洞宗 通大寺
金田　諦晃

  

編
集
後
記  

　
今
回
の
取
材
を
通
し
て
、「
人
に
寄
り

添
う
」
宗
教
者
の
あ
る
べ
き
姿
を
、
模

索
し
な
が
ら
前
に
進
ん
で
い
る
方
々
の

熱
意
を
感
じ
ま
し
た
。

　
資
格
制
度
が
開
始
さ
れ
れ
ば
、
さ
ら

に
活
動
の
場
が
広
が
り
ま
す
。
今
は
病

院
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
他
の
公
共
空
間
で
活
動
で
き
る
可

能
性
も
秘
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
悩
み
な
が
ら
も

「
現
場
」
に
自
ら
足
を
運
び
、宗
教
者
と

し
て
何
が
で
き
る
か
を
と
も
に
考
え

る
、
日
本
臨
床
宗
教
師
会
に
一
層
期
待

が
高
ま
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
臨
床
宗
教
師
の
社
会
的
認
知
が
高
ま
る

中
で
、
医
療
施
設
な
ど
で
雇
用
さ
れ
、
チ

ー
ム
の
一
員
と
し
て
活
動
の
幅
を
広
げ
て

い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
中
、
す
で
に
東
北
大
学
病
院
緩
和
ケ
ア

病
棟
に
て
勤
務
す
る
金
田
諦
晃
氏
が
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
宮
城
県
栗
原
市
出
身
の
金
田
氏
は
現

在
、
病
棟
に
て
週
に
三
回
の
非
常
勤
と
し

て
従
事
。
基
本
業
務
は
チ
ー
ム
の
カ
ン
フ

ァ
レ
ン
ス
等
へ
の
参
加
で
、東
北
大
学
ケ
ア

病
棟
の一員
と
し
て
臨
床
宗
教
師
が
協
働

す
る
の
は
初
の
試
み
だ
そ
う
で
す
。
金
田

氏
に
現
場
か
ら
の
思
い
を
伺
い
ま
し
た
。



平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
一
周
忌
法
要
の
報
告

（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
、
曹
洞
宗
、
高
野
山
真
言
宗
、
浄
土
宗
、
真
宗
大
谷
派
）

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

　
四
月
六
日
十
四
時
よ
り
、
本
願
寺
熊

本
別
院
に
て
、
熊
本
教
区
教
務
所
長
晨

利
信
氏
を
導
師
に
一
周
忌
法
要
を
厳
修

し
た
。
当
日
は
遺
族
、
熊
本
教
区
内
寺

院
関
係
者
、
一
般
の
方
々
を
含
め

二
五
〇
名
が
参
拝
し
た
。

　
法
要
に
先
立
ち
、
浄
土
真
宗
本
願
寺

派
総
務
山
階
照
雄
氏
が
挨
拶
し
、
仏
説

阿
弥
陀
経
が
参
拝
者
と
と
も
に
唱
和
さ

れ
た
。
法
要
の
後
、
本
願
寺
司
教
安
藤

光
慈
師
よ
り
法
話
が
あ
っ
た
。

　
参
拝
者
へ
の
挨
拶
で
、
熊
本
教
区
教

務
所
長
晨
利
信
氏
は
「
こ
の
法
要
は
亡

く
な
ら
れ
た
方
へ
追
悼
の
思
い
を
表
す

と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
へ
寄
り
添

う
活
動
を
継
続
し
て
い
く
決
意
を
明
ら

か
に
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
」
と
引
き

続
き
の
復
興
支
援
を
呼
び
か
け
た
。

曹
洞
宗

　
四
月
十
二
日
十
五
時
よ
り
、
熊
本
県

上
益
城
郡
御
船
町
の
東
禅
寺
に
て
、
東

禅
寺
住
職
藤
岡
弘
龍
氏
を
大
導
師
に
一

周
忌
法
要
を
厳
修
し
た
。
当
日
は
、
宗

務
所
管
内
寺
院
や
青
年
会
の
宗
侶
に
よ

り
復
興
祈
願
・
物
故
者
供
養
法
会
と
併

せ
梅
花
流
詠
讃
歌
が
奉
詠
さ
れ
る
中
、

お
よ
そ
五
〇
名
の
方
々
が
参
列
し
た
。

　
法
要
の
結
び
に
際
し
、
宗
務
所
副
所

長
中
山
義
紹
氏
が
法
要
随
喜
に
つ
い
て

御
礼
を
述
べ
た
。
そ
の
後
、
庫
院
に
て

薬
石
と
し
て
手
作
り
カ
レ
ー
と
甘
味
の

お
接
待
を
戴
き
、
大
勢
の
方
々
の
お
支

え
と
ご
縁
に
感
謝
を
申
し
上
げ
、
五
観

之
偈
を
お
唱
え
し
て
頂
戴
し
た
。

高
野
山
真
言
宗

　
四
月
十
四
日
九
時
よ
り
、
高
野
山
真

言
宗
熊
本
宗
務
支
所
下
正
福
寺
に
て
、

総
本
山
金
剛
峯
寺
社
会
人
権
局
長
佐
々

木
基
文
氏
を
導
師
に一周
忌
法
要
を
厳

修
し
、
職
衆
五
十一名
、一般
の
方
六
名

が
参
列
し
た
。

　
法
要
後
、
佐
々
木
氏
よ
り
「
本
山
で

も
亡
く
な
っ
た
方
の
回
向
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
被
災
地
の
復
興
に
取
り
組
ん

で
参
り
た
い
」
と
挨
拶
さ
れ
た
。
熊
本

宗
務
支
所
長
赤
星
氏
よ
り
法
要
参
列
や

現
在
ま
で
の
支
援
に
対
す
る
御
礼
と
、

継
続
し
た
復
興
支
援
の
お
願
い
が
述
べ

ら
れ
た
。

浄
土
宗

　
四
月
十
四
日
十
三
時
半
よ
り
、
浄
土

宗
熊
本
教
区
西
福
寺
に
て
熊
本
教
区
長

三
宅
晃
洋
氏
を
導
師
に
一
周
忌
法
要
を

厳
修
し
た
。
当
日
は
寺
院
関
係
者
、
一

般
の
方
々
を
含
め
約
二
百
名
が
参
列
さ

れ
た
。

　
法
要
で
は
、
総
本
山
知
恩
院
執
事
鶴

野
重
雄
氏
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、「
被
災
地

者
皆
さ
ま
へ
一
日
も
早
い
復
興
を
心
よ

り
お
祈
り
し
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

　
法
要
後
は
、
聞
法
音
楽
・
復
興
祈
願

コ
ン
サ
ー
ト
が
実
施
さ
れ
、「
ふ
る
さ
と
」

や
「
も
み
じ
」
が
参
加
者
と
共
に
合
唱

さ
れ
た
。

真
宗
大
谷
派

　
四
月
十
四
日
十
五
時
よ
り
、
真
宗
大

谷
派
東
本
願
寺
熊
本
会
館
に
て
、
熊
本

教
務
所
長
中
根
慶
滋
氏
を
導
師
に
「
熊

本
地
震
復
興
の
つ
ど
い
」を
厳
修
し
た
。

当
日
は
宗
門
関
係
者
、
被
災
寺
院
、
一

般
の
方
々
を
含
め
約
五
〇
名
が
参
列
し

た
。

　
法
要
後
、
真
宗
大
谷
派
災
害
救
援
本

部
長
望
月
慶
子
氏
の
法
話
が
あ
り
、
阪

神
淡
路
大
震
災
で
被
災
し
た
自
身
の
経

験
を
踏
ま
え
、
熊
本
へ
の
継
続
支
援
を

伝
え
た
。

　
閉
会
時
に
は
中
根
熊
本
教
務
所
長
が

挨
拶
し
、「
自
己
を
省
み
ず
、
他
者
を
敬

わ
な
い
」
自
己
の
在
り
方
が
照
ら
さ
れ
た

震
災
と
捉
え
、「
心
の
復
興
」
の
大
切
さ

を
述
べ
、被
災
地
と
も
に
歩
む
決
意
を
新

た
に
し
た
。

浄土宗

浄土真宗本願寺派
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仏
教
懇
話
会
懇
談
朝
食
会
開
催

　
三
月
二
十
四
日
、
Ａ
Ｎ
Ａ
イ
ン
タ
ー
コ
ン

チ
ネ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
東
京
に
お
い
て
、
仏
教

懇
話
会
懇
談
朝
食
会
を
開
催
し
た
。
当
日
は

本
会
の
仏
教
懇
話
会
会
員
の
国
会
議
員
を
は

じ
め
政
界
関
係
者
七
十
五
名
と
、
本
会
役
職

者・加
盟
団
体
代
表
者
を
併
せ
て
、
百
二
十
一

名
が
参
加
し
た
。
本
会
か
ら
は
石
上
智
康
理

事
長
、
久
喜
和
裕
事
務
総
長
他
職
員
が
出
席

し
た
。

　
本
年
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
二
十
三
回

忌
、
東
日
本
大
震
災
七
回
忌
、
熊
本
地
震
一

周
忌
に
相
当
す
る
た
め
、開
会
に
先
立
ち
、犠

牲
者
に
黙
祷
を
捧
げ
た
。
引
き
続
き
、
石
上

理
事
長
が
導
師
と
な
り
三
帰
依
文
を
唱
和

し
、
挨
拶
後
に
講
話
を
さ
れ
た
。

　
『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』
や
『
ダ
ン
マ
パ
ダ
・

法
句
経
』な
ど
の
原
始
仏
典
を
引
き
つ
つ
、
仏

教
思
想
の
基
本
で
あ
る
無
常
・
空
・
縁
起
に

つ
い
て
解
説
し
た
。
道
元
禅
師
の
生
死
観
に

も
触
れ
な
が
ら
、
親
鸞
聖
人
の
「
自
然
の
浄

土
」
の
思
想
で
締
め
括
ら
れ
た
。

　
そ
の
後
、
懇
談
の
時
間
が
持
た
れ
、
閉
会

と
な
っ
た
。

第
五
回
代
議
員
会
議
開
催

　
三
月
三
十
日
、
し
ん
ら
ん
交
流
館
に
お
い

て
、
第
五
回
代
議
員
会
議
を
開
催
し
た
。
当

日
は
、
十
六
名
が
参
加
し
、
本
会
か
ら
は
久

喜
和
裕
事
務
総
長
他
職
員
が
出
席
し
た
。

　
代
議
員
会
議
は
、
本
会
が
取
り
組
ん
で
い

る
事
業
の
報
告
と
、
加
盟
団
体
か
ら
本
会
の

運
営
等
に
関
す
る
意
見
交
換
を
す
る
会
議

で
、
内
容
は
施
策
提
言
と
し
て
理
事
会
へ
提

案
さ
れ
る
。
代
議
員
は
評
議
員
団
体
を
除
く

九
十
五
団
体
か
ら
選
出
さ
れ
て
い
る
。

　
今
回
は
厚
生
年
金
加
入
問
題
や
包
括
宗
教

法
人
の
監
督
責
任
に
関
す
る
時
事
問
題
、
大

規
模
災
害
時
に
お
け
る
取
組
等
、
特
に
周
知

し
た
い
事
項
を
主
に
報
告
し
た
。
出
席
者
か

ら
は
「
厚
生
年
金
加
入
に
つ
い
て
、
全
日
本

仏
教
会
は
ど
の
よ
う
な
立
場
を
取
っ
て
い
る

の
か
」「
寺
院
の
耐
震
問
題
に
つ
い
て
行
政
に

支
援
を
求
め
て
ほ
し
い
」「
寺
院
規
則
を
知
ら

な
い
寺
院
へ
の
周
知
指
導
を
進
め
て
ほ
し

い
」
な
ど
、
活
発
な
意
見
交
換
が
さ
れ
た
。

【
第
五
回
代
議
員
概
要
】

日
時
：
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
日
（
月
）

　
　
　
午
後
二
時
～

場
所
：
し
ん
ら
ん
交
流
館
二
階

　
　
　
「
大
谷
ホ
ー
ル
」

出
席
代
議
員
：
十
六
名

○
報
告
事
項

①
厚
生
年
金
加
入
問
題
に
つ
い
て

②�

包
括
宗
教
法
人
の
監
督
責
任
及
び
使
用
者

責
任
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て

③�

大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
運
営
支

援
事
業
に
つ
い
て

④
仏
教
に
関
す
る
意
識
調
査
に
つ
い
て

⑤�

大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
寺
院
の
役
割
を

果
た
す
為
の
取
組
に
つ
い
て

⑥�

公
益
財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会
財
団
創
立

六
十
周
年
記
念
式
典
第
四
十
四
回
全
日
本

仏
教
徒
会
議
福
島
大
会
開
催
概
要
に
つ
い
て

第
八
十
九
回 

Ｗ
Ｆ
Ｂ

　
（
世
界
仏
教
徒
連
盟
）

執
行
役
員
会
議
開
催

　
三
月
二
九
日
～
三
一
日
、
第
八
十
九
回
Ｗ

Ｆ
Ｂ
執
行
役
員
会
議
が
、
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク

市
内
に
あ
る
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
ホ
テ
ル
で
開
催

さ
れ
た
。
当
日
は
執
行
役
員
・
副
会
長
を
中

心
に
三
十
六
名
が
参
加
し
た
。
本
会
か
ら
は
、

小
林
正
道
Ｗ
Ｆ
Ｂ
副
会
長
、
戸
松
義
晴
Ｗ
Ｆ

Ｂ
執
行
役
員
（
本
会
理
事
）
が
出
席
し
た
。　
　

　
Ｗ
Ｆ
Ｂ
本
部
よ
り
二
〇
一
六
年
度
決
算
及

び
事
業
報
告
、
二
〇
一
七
年
度
予
算
及
び
事

業
予
定
が
提
案
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。
事
業

予
定
で
は
、
本
年
九
月
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に

て
「
Ｗ
Ｆ
Ｂ
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
、
他
団

体
と
共
催
で
「
世
界
平
和
会
議
」
を
ユ
ネ
ス

コ
本
部
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
出
席
し
た
戸
松
執
行
役
員
か
ら
、
二
〇
一

八
年
十
一
月
に
開
催
さ
れ
る
第
二
十
九
回
Ｗ

Ｆ
Ｂ
世
界
仏
教
徒
会
議
・
第
二
十
回
Ｗ
Ｆ
Ｂ

Ｙ
世
界
仏
教
徒
青
年
会
議
日
本
大
会
開
催
日

程
と
、
本
年
十
月
に
実
施
す
る
本
会
財
団
創

立
六
十
周
年
記
念
式
典
時
に
あ
わ
せ
て
開
催

す
る
、
第
九
十
回
Ｗ
Ｆ
Ｂ
執
行
役
員
会
議
日

程
を
報
告
し
た
。

　
そ
の
他
に
、
タ
イ
国
王
宮
を
訪
れ
、
プ
ミ

ポ
ン
元
国
王
の
弔
問
を
し
た
。

　
ま
た
、
第
二
十
代
大
僧
正
ソ
ム
デ
ッ
ト
・

プ
ラ
マ
ハ
ー
ム
・
ニ
ュ
ウ
ォ
ン
氏
（
タ
イ
仏

教
僧
団
の
最
高
指
導
者
）
に
謁
見
し
、
両
国

の
仏
教
文
化
の
交
流
を
し
た
。

　
　

挨拶する小林WFB副会長

講話をする石上理事長

代議員会議の様子
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3 月 （1 日〜15 日）
１日	 ▶第32期第2回人権問題連絡協議会開催
	 	 東京・明照会館第1会議室
2日	 ▶部落解放同盟第74回全国大会出席	 大阪・大阪商工会議所
	 ▶朝日ビジネスソリューション（株）渡辺氏来局	 事務総局
	 ▶野村證券（株）武田氏来局	 事務総局
	 ▶全日本葬祭業協同組合連合会松本氏来局	 事務総局
	 ▶自由民主党本部岩松氏訪問	 東京・自由民主党本部
	 ▶民進党本部朝賀氏訪問	 東京・民進党本部
3日	 ▶朝日ビジネスソリューション（株）木村氏来局	 事務総局
	 ▶局内会議	 事務総局
4日	 ▶浄土真宗本願寺派シンポジウム「ご縁」出席
	 	 東京・築地本願寺
5日	 ▶第84回自由民主党大会特別表彰記念撮影出席
	 	 東京・グランドプリンスホテル新高輪
6日	 ▶キヤノンマーケティングジャパン（株）鈴木氏他来局
	 	 事務総局
	 ▶わらび座小澤氏他来局	 事務総局
	 ▶国際仏教興隆協会第18回理事会出席	 東京・増上寺
	 ▶第32期第1回総務財政審議会開催	 事務総局
7日	 ▶曹洞宗山本氏訪問	 東京・曹洞宗宗務庁
	 ▶（公財）仏教伝道協会小川氏訪問	 東京・仏教伝道協会
	 ▶第90回WFB執行役員会議打ち合わせ
	 	 福島・郡山ビューホテルアネックス
	 ▶大和証券（株）佐藤氏訪問	 東京・大和証券本店
8日	 ▶三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券（株）石井氏来局
	 	 事務総局
	 ▶石上理事長訪問	 京都・西本願寺
	 ▶（一社）全日本ヨガ連盟木南氏来局	 事務総局
	 ▶真言宗智山派芙蓉宗務総長訪問
	 	 京都・真言宗智山派宗務庁
9日	 ▶浄土宗西山禅林寺派北林氏訪問	 京都・永観堂
	 ▶浄土宗赤尾氏訪問	 京都・金戒光明寺
	 ▶無料法律相談開催	 事務総局
	 ▶郡山コンベンションビューロー江原氏来局	 事務総局
	 ▶ビッグパレットふくしま久保田氏来局	 事務総局
	 ▶郡山ホテル協会猪俣氏来局	 事務総局
	 ▶曹洞宗神奈川県合同懇親会出席
	 	 東京・つきじ植むら 竹芝賓館
10日	▶都内戦災・関東大震災遭難者春季慰霊大法要出席
	 	 東京・東京都慰霊堂
	 ▶静岡県庁訪問	 静岡・静岡県庁
	 ▶全日本仏教青年会全国大会出席	 宮城・仙台国際センター
	 ▶静岡県仏教会中部地区研修会出席	 静岡・清水テルサ
11日	▶全日本仏教青年会東日本大震災7回忌法要出席
	 	 宮城・孝勝寺

12日	▶民進党定期大会出席
	 	 東京・ザ・プリンス パークタワー東京
13日	▶（公財）日本宗教連盟第5回宗教文化セミナー出席
	 	 東京・トイスラーホール
	 ▶全日本仏教徒会議福島実行委員会出席
	 	 福島・ホテルプリシード郡山
15日	▶内閣府小寺氏来局	 事務総局

3 月 （16 日〜31 日）  
１6日	▶局内会議	 事務総局
21日	▶全葬連葬儀事前相談員資格講習会出席
	 	 東京・ホテルアジュール竹芝
22日	▶厚生労働省年金局鹿間氏他来局	 事務総局
	 ▶全葬連葬儀事前相談員資格講習会出席
	 	 東京・ホテルアジュール竹芝
	 ▶第3回支援検討会議開催	 事務総局
	 ▶（一財）100万人のクラシックライブOPEN DAY出席
	 	 東京・100万人のクラシックライブオフィス
23日	▶三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券（株）石井氏来局
	 	 事務総局
24日	▶仏教懇話会懇談朝食会開催	
	 	 東京・ANAインターコンチネンタルホテル東京
	 ▶高野山真言宗渡邊氏来局	 事務総局
27日	▶局内会議	 事務総局
	 ▶浄土宗森氏来局	 事務総局
28日	▶三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券（株）狩野氏他来局
	 	 事務総局
28〜31日	▶第89回WFB執行役員会議出席	 タイ・バンコク
29日	▶（有）ベアーシステム和栗氏他来局	 事務総局
	 ▶東京大学蓑輪氏他訪問	 東京・東京大学本郷キャンパス
	 ▶�比叡山宗教サミット30周年記念「世界宗教者平和の祈りの

集い」第3回事務局会議出席	 京都・立正佼成会京都教会
	 ▶工藤彰三衆議院議員来局	 事務総局
	 ▶自由民主党各種団体協議会懇談会出席
	 	 東京・ ザ・キャピトルホテル東急
30日	▶（公財）仏教伝道協会会長沼田智秀儀本葬儀参列
	 	 東京・築地本願寺
	 ▶厚生労働省小野氏他来局	 事務総局
	 ▶臨床仏教師認定式出席	 東京・東京グランドホテル
	 ▶第5回代議員会議開催	 京都・しんらん交流館
	 ▶東京プリンスホテル内覧レセプション出席
	 	 東京・東京プリンスホテル
31日	▶大和証券（株）佐藤氏来局	 事務総局
	 ▶日鐵住金建材（株）向井氏来局	 事務総局

事務総局録事

TEL.03-3437-9275財務部までお問合せ

無
料
法
律
相
談
室

TEL.03-3437-9275
社会・人権部までお問合せ
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寺院が知っておきたい法律知識
　宗教法人運営のための法律入門㉖　

宗教法人と墓地経営　5
● 墓地使用権
　墓地使用権とは、墳墓の所有者が墳墓を所有するために墓地経営者等他人の所有する墓地のうち限定さ
れた区域（一般に「墓所」といっています。）を使用しうる権利をいいます。

＜その一般的性質＞
①　固定性
　墳墓は行政（所轄庁）によって許可された墓地のうち、一定の限定された墓所においてのみ設置するこ
とが許されている施設です。従って墳墓それ自体は容易に他に移動できない性質をもっています。しかも
墳墓は一般に墓碑等特殊な表示物によって表象されており、墓所とその構造が一体となっています。これ
を墓地使用権の固定性と呼んでいます。
②　永久性
　墳墓の所有権は、旧民法では家督相続人に、現在の民法では祭祀承継者に、それぞれ相続されることに
なっています。承継者が絶えて無縁にならない限り、永久的に受け継がれていきます。その結果、墳墓と
一体となっている墓地の使用権も永久的に受け継がれていきます。これを墓地使用権の永久性といいます。
③　財産性
　墳墓は不融通物といわれることがあります。不融通物とは権利の客体（例えば、「私が所有権をもってい
るお墓」の場合でいうと、私のことを権利の主体、お墓を権利の客体といいます。）となりますが、売買な
ど取引の客体とはならないものをいいます。例えば、公用物や禁制物のことです。墓地使用権も取引の対
象とはなりません。しかし、祭祀承継者に受け継がれていく財産（金銭的価値を有するもの）で子孫にと
っては重要なものです。この意味で、墓地使用権には財産性があるといわれています。

＜その法的性質＞
　以上のような一般的性質をもった墓地使用権は、どのような法的性質をもっているのでしょうか。この
点について裁判所の判断は区々に分かれています。また、学説も固まってはいません。墓地には経営主体
や利用者の違いによって以下の4種類に分かれます。
a.　宗旨宗派を問わない霊園（宗教法人法第6条の公益事業としての墓地）
b.　檀家のみが使用権者となりうる寺院墓地（宗教活動として経営が行われる墓地）
c.　村落構成員のために村落構成員によって管理されている村落墓地
d.　個人が自己の所有地に墳墓を設けている個人墓地
　これら墓地の種類によってその法的性質が異なっていることが統一的な判断を困難にしているように思
われます。判例・学説を整理すると以下のように分かれています。
A.	 地上権
B.	 慣習法上の物権
C.	 檀家加入契約というべき契約に由来する永久性をもった権利
D.	 借主の死亡によって効力を失う旨を定めた民法第599条の適用を排除する解除制限付の使用借権
E.	 無名の使用貸借権
　紛争がおきたときに、以上いずれの考え方に従うかによって結論が異なることがあります。上記a～ d
の違いに合わせてA～Dの法的性質のうち、いずれか妥当するかを考えることが重要と思います。しかし、
aだからAやBだと判断することは早計で、この問題は具体的個別的に判断されるべきことだと思います。

� 全日本仏教会顧問弁護士　長谷川 正浩 監修


